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令和 8年度 地域連携推進会議録  

施設長 サビ管   
日時 

2026年 10月 26日（月） 
13時 30分～15時 0０分     

記録  

参加者 

A様（利用者代表）、B様（家族代表）、C様（地域代表者）、D様（市町村

担当）、E（施設長）、F（サビ管）                            

目 的 

・地域の方々との関係づくり 

・利用者様や施設の理解の促進を図る 

・施設やサービスの透明性、質の確保を図る 

・利用者様の権利擁護 
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１，開会あいさつ 

それでは定刻になりましたので、令和 8年度地域連携推進会議を始めさせ

ていただきます。私は、障害者支援施設花づなの施設長 Eでございます。本

日の進行を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。本日

は、公私ともにご多忙のところお集まりいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。地域連携推進会議は、地域の方々との関係づくりや利用者様や施

設の理解の促進を図るとともに、施設やサービスの透明性・質の確保、利用

者様の権利擁護を目的としています。ご参加の皆様には、施設でのサービス

内容や利用者様の生活について、実際に聞いて、見て、話して理解を深めて

いただくとともに、忌憚のない率直なご意見・ご指導を賜りたいと思います

ので、本日はどうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

２，参加者紹介 

A様（利用者代表）、B様（家族代表）、C様（地域代表者）、D様（市町

村担当）、E（施設長）、F（サビ管）の順に自己紹介を行う。 
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３，障害者支援施設花づなについて 

「障害者支援施設花づな」は、1996 年（平成 8 年）4 月に「社会福祉

法人黎明会入所更生施設花づな」として開所いたしました。開所に至るまで

の経緯として、「社会福祉法人」の認可や法人設立の母体である「熊谷若草

親の会」の結成などがありました。 

 

〇スライド 3～親の会結成 

 1981年（昭和 56年）9月、「知的障害者を確かな支えで守り、豊かな

地域社会の実現を目指す」ことを目的として、「熊谷若草親の会」が結成さ

れました。当時は、養護学校を卒業後の進路先がなかなか見つからず、自宅

待機を余儀なくされる知的障害者の方が多かったということです。そのた

め、養護学校を卒業後の進路先、活動場所として、施設の建設が必要とされ

ました。設立にあたっては、親御さんたちが自ら資金集めや土地探し、職員

探し等、多くの場面でご苦労されました。 

 

〇スライド 4～作業所開所 

 1983年（昭和 58年）4月、養護学校卒業後の活動場所として「心身障

害者小規模授産施設若草作業所」の開所となりました。その後、徐々に親の

会の会員数も増え、新しい施設の建設が望まれるようになりました。 

 

〇スライド 5～法人認可、若草苑開所 

 1991年（平成 3年）9月には、「社会福祉法人」の認可を受け「黎明会」

と名付けられました。 翌年の 1992年（平成 4年）に「知的障害者通所

更生施設 若草苑」を開所。こちらは、40名定員の規模となりました。その

後、親亡き後の安心安全な居住の場所が必要との考えから入所施設の建設を

行うこととなりました。 
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〇スライド 6～花づな開所 

 こうして、1996 年（平成 8 年）4 月に定員 40 名の「知的障害者入所

更生施設 花づな」が開所となりました。 

 

〇スライド 7～サービス内容 

サービス内容ですが、9時 00分～16時 00分が生活介護。主に昼間に

おいて、入浴・排泄・食事等の介護、調理・洗濯・掃除等の家事、生活等に

関する相談・助言その他の必要な日常生活上の支援、援助を行っています。 

16時 00分～翌 9時 00分までは施設入所支援として、主に夜間において、

入浴、排泄、食事等の介護、生活等に関する相談・助言のほか、必要な日常

生活上の支援を行っています。他方、短期入所のサービスもありますが、空

床型といって、利用者様が入院や退所した際に提供できる内容となってお

り、現在は満床のため、提供自体は行うことができない状況となっています。 

 

〇スライド 8～現状と課題 

 現状と課題についてお話します。 

現在、定員は 40名に変更されています。男性の利用者様が 20名。女性の

利用者様が 20名。支援の必要度を示す支援区分では、最も重い区分 6の方

が 37 名、その次の区分 5 の方が 3 名となっています。平均年齢が 55.3

歳。50 代というは、一般的な感覚ではまだまだ元気な印象があるとは思わ

れますが、障害を持つ方にとっては、加齢により筋力や骨密度、臓器機能、

五感などが低下し、骨折や転倒のリスク、病気への抵抗力の低下、低栄養な

どの影響を受けやすくなります。また、認知機能の低下もみられ、記憶力や

判断力が衰えることもあります。そのため、平均年齢が 50代を超えるとい

うことは、高齢者介護の要素も加わっていることを意味しています。したが
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って、現状に対する課題としては、利用者様の高齢化や重度化に対応した施

設環境を整えること、介護技術等の支援技術の向上となっています。 

 

４，利用者様の生活について 

・障害者支援施設花づなの一日の流れについて説明をさせていただきます。

まず、起床支援から始まります。洗面、着替え、朝の定期排泄等の支援後

に朝食となります。朝食後は、口腔ケア。その後、運動支援として散歩を

行います。その後、軽作業を中心として利用者の特性や状態に応じた日中

活動の提供があります。昼食をはさんで、午後の時間に入浴となります。

夕食までの時間は余暇活動として利用者様それぞれの過ごし方をしてい

ただいております。共有スペースで一緒にテレビを観る方もいれば、自室

で過ごす方もいます。夕食後は、着替えや就床支援を行います。基本的に

は 21時に就床となります。 

・その他、行事やレクリエーション活動等のご案内をいたします。昨年度の

3月には、キッチンカーを招致しまして、利用者様にキッチンカーでの軽

食を楽しんでいただきました。普段とは違う形での買い物やおやつが召し

上がれて喜んでいただけたかと思います。 

・また、地域移行への取組みとしまして、コンビニエンスストアでお弁当を

購入し、コンビニにある電子レンジを使って温め、それを持ち帰って食す

という試みを行いました。施設においては、決まった時間になると決まっ

た食事場所へ行き、あらかじめセッティングされた食事を食べるというの

が習慣になっていますが、グループホームや一人暮らしなどを想定した際

は、コンビニでお弁当を買って来て食べるというのも日常的にあること

だ、という職員の発想から行った試みになります。 

・今年の夏には、歌い手の nanayoさんを招いて、〝花づな夏祭りフェス〟

を開催しました。利用者の皆さんが好きな歌を中心に聴きながら、みんな
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で楽しみました。それでは、スライドショーを鑑賞しながら、適宜ご案内

をさせていただきます。 

 

５，施設内見学 

・男性利用者居住棟→女性利用者居住棟、浴室、作業風景、食堂等の見学を

行う。 

 

６，感想・質疑応答 

（主な感想・意見、Q＆A） 

 

・2 人部屋と 1 人部屋がありますが、どのようにして選別しているのです

か？ 

・やはり利用者様同士の相性によります。どうしても合う合わない利用者様

同士がいらっしゃるで、上手く過ごせる方同士で共有していただいており

ます。 

・見学をしたところ、車椅子に乗られている方や高齢の方が目についた。そ

うなるとあのお風呂（段差があり、底が深い）では入ることが難しいだろ

うし、危険だと感じた。なるべく早く皆さんが安全に入れるよう対応して

あげて下さい。 

・先ほどバリアフリー化が課題とのお話があったが、至る所に段差があると

感じた。この部屋に入る時も段差があるし、お風呂の出入りはなおさら難

しいと思う。早く改修や修繕をすすめていただき、みなさんが安心して暮

らせる施設にしていただきたいと思います。 

・自分の息子は、この施設でお世話になっていてたいへん感謝している。息

子はお風呂と食事が大好きなので、ゆっくりと安全に入れるように対応を

お願いしたい。また、作業を行うことも難しい重度な息子なので、ドライ
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ブ等の外出をする機会をなるべくたくさん設けてもらい、気分転換を図っ

てもらいたい。他の利用者さんにも迷惑をかけてしまう場面もあると思う

ので、できれば 1人部屋にしてもらえると安心。 

・お話を聞くと男性と女性とで別々に活動しているように感じた。いつもそ

うなのか？ 

・コロナ禍の時期は、感染防止等の対策で棟別（男女別）での活動が中心と

なっていました。その名残もあり、別々での活動が現状も続いているもの

があります。この点については、コロナの 5類移行や地域での感染状況等

を踏まえながら、行事やレクリエーション活動を中心に合同での活動をす

すめて行きたいと思います。 

・施設内の見学をさせていただいてありがとうございます。私もこういった

施設内をみることは初めてでしたが、思った以上に、その人その人でやり

たいことをしていて、個人個人の活動が認められていると感じました。 

・今日は、地域の方や行政の方ともお会いできて良かったです。こういった

機会をどんどん増やして施設のことをみなさんに知ってもらい、障害を持

った方の理解をすすめていただきたいと思います。 

７，閉会のあいさつ 

・ご苦労様でした。 

・本日は、お忙しい中、障害者支援施設花づなの地域連携推進会議にご参加

いただきまして、誠にありがとうございます。今後とも地域の方々と顔の

見える関係づくりを積極的にすすめ、利用者様へのサービス向上や職員の

質の向上等を行っていきたいと思います。本日は、ありがとうございまし

た。 

以上 


